
様式１（高等学校）

【高等学校用】
令和３年度学校評価 結果

 前年度
 評価結果の概要

4 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○新学習指導要領移行を見据え、
主体的な学びを重視した授業の推
進

○教員の授業力向上
（相互授業参観を年間１回以上実
施）

・校内授業参観週間を設け、教科代表の授業を参
観し、感想や意見などの情報交換をして授業づくり
に生かす（１１月・年１回）。
・教科会の充実を図り、各教科で新たな評価基準
を検討する。

B

・新課程の教育課程は、各学科とも特色が出るように工夫ができた。令
和４年度入学の１年次の年間指導評価計画及び評価項目ごとの評価規
準・評価基準を各教科で作成することができた。

・相互授業参観週間を１１月の第２週に計画し、各教科の代表９名の教
員が公開授業を実施した。今後は、授業者や参観者の視点等を検討し
て実施していきたい。

A

○家庭学習時間の確保と学力向
上

○家庭学習時間の確保
（目標：毎日３０分以上）

○ICTを利活用した家庭学習の推進
とスキルの習得

・日々の過ごし方について（起床・就寝時刻の固定
化・睡眠時間の確保など）考えさせる。それを基
に、３０分以上の家庭学習時間が確保できるよう、
生活リズムを確立させる（全年生）。
・各学期に１回以上、学習用タブレットを活用した
課題を課すことで、適度な変化を与え、学習意欲
を喚起する（全学年）。
・Teamsを平時にも活用し、コロナ禍における緊急
事態に対応できるスキルを身につけさせる（全学
年）。

A

・各教科で課題や演習、調べ学習など様々な場面で学習用タブレットを
活用しており、家庭学習の推進とICTスキルの習得が実現できている。

・コロナウイルス感染による学校閉鎖時にもオンライン授業を実施し、学
びを継続できた。職員研修（８月）を実施し、オンライン授業（９月）後のア
ンケート結果では、Ｔｅａｍｓを活用したオンライン授業のスキルは、生徒
約９８％、教員約９５％であった。

・第6波時も登校できない生徒に対し、オンライン授業を実施することがで
き、生徒も確実に受講をすることができた。

A

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

○スクールカウンセラーの積極的活
用
　（相談件数45件以上）

○多様性を認め合える人権教育

○図書館の来館者数、貸出冊数の
増加　　　　　（前年度比２０％増）

・スクールカウンセラーの「SOS出し方講座」を各学
年１回以上実施する。
・長期休業後の「こころの健康調査」実施（２回）と
スクールカウンセラーによる対応を適時行う。
・教育相談だよりを年間５回発行し、広報の充実を
図る（5･7･10･12･2月発行）。
・コロナ差別や性的マイノリティ、社会的弱者への
差別について、生徒自らが考える活動を取り入れ
た人権教育のLHRを各学年１回実施する。
・環境整備、情報提供、蔵書の充実を図る。

A

・「SOS出し方講座」を２回（夏休み前後）実施。12月のいじめ防止強化月
間に担任によるLHR授業を実施、コロナ差別の内容も盛り込んだ。
・PCを活用した「こころの健康調査」は2回実施（６月・１０月）、気になる生
徒はスクールカウンセラーにつないで対応した。
・教育相談だよりを第６号（２月）まで発行し、主に相談機関などの紹介を
行った。

・人権学習ＬＨＲでは「ＳＤＧｓと人権」をテーマに多様な価値観を認める雰
囲気づくりを行い、生徒一人一人の提言を盛り込んだカードを作成し、文
化祭で展示した。

・「図書館だより」を毎月発行（計10回）し、配架や展示に工夫を凝らし、
環境整備に努めた。教職員にもアンケートを取るなどして蔵書の充実を
図った。１年生を中心に貸出冊数、来館者数ともに微増した。

A
・SOSの出し方講座は、入学後の早い時期に行うと、生
徒の安心感につながり効果的だと感じた。

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

〇教育相談と学年団との定期的な
情報交換（各学期１回以上）

○佐賀商業高校いじめ防止基本方
針に則った未然防止・早期対応と再
発防止

・個人面談（２回）、Hyper-QU検査（１回）、生活状
況調査（いじめ等のアンケート・３回）を実施し、生
徒の学校・家庭での状況を知り、何らかの問題が
あれば学年団との情報共有を図る。

・いじめ防止強化月間（５月・12月）に啓発活動を
行う。

A

・個人面談（４月・９月）、Hyper-QU検査（７月）、生活状況調査（いじめ等
のアンケート）３回を実施した（６、11、２月）。生徒情報については学年会
ではなく随時、情報共有を図り、SCとのカウンセリング、医療機関の紹介
を行った。

・いじめ防止強化月間にあわせて教育相談だよりを発行、ポスターの掲
示（５月）、スクールラインの紹介ポスター掲示とSOSの出し方（ストレス
の対処法や相談窓口）についてLHRを実施した（12月）。

A ・早期発見に努めている。

○モラル・マナー教育の充実 ○「情報モラルを守っている」「挨拶
や礼儀を身につけている」と回答でき
た生徒を９０％以上とする。

○生徒会の各種委員会による主体
的な啓発活動と取組の推進

・年間２回、情報モラルアンケートや学校生活にお
ける、自己チェックを実施し、モラルの向上や意識
づけを図る。
・情報モラル教育では、関係外部機関との連携に
よる講演会（リモート含む）を実施する。

・生徒会長を中心として、学校生活における規範
作りと、生徒の主体性を引き出す雰囲気作りを行
う。

A

・情報モラル教育（７月）実施、情報モラルアンケート（１０月）に実施した。
「学習用PCの管理および使用に関するアンケート」では規約を守ってい
ると回答した生徒は９９.４％であった。ネットパトロールで指摘されること
が数件あったので、今後は肖像権などの指導も強化する。。

・コロナ禍で、モラルやマナーがより重要度を増す社会の中で、生徒会各
種委員は、昼休み時の呼びかけやマスク着用の啓蒙など積極的に行う
ことができた。

A

・学校生活で集団行動をするうえで、マナー教育やモラ
ル教育は大切であるが、個性をつぶさないように生徒
指導をしていかなければならないので、大変だと思う。
髪形などの校則の変更についても線引きが大変ではな
いかと思う。

●「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考え
る生徒９０％以上

・保健体育や家庭科の授業、部活動の中での「食
トレ」など、様々な体験を通して食への興味を持た
せ、大切さを実感させる。
・年間１０回の「保健だより」で必要な情報を発信し
ていく。
・保健室を訪れる生徒の情報を担任と共有し連携
して指導する。
・食に関するアンケートを実施して意識を高める。

A

・ふるさと先生やものづくりマイスターなどの地域人材を活用した体験型
授業の実施により、異世代とのコミュニケーション能力向上、日本や地域
の食文化の継承へとつなげることができた。

・「がんを防ぐための食生活」をテーマに、管理栄養士を招聘した特別授
業を実施した。がん教育講演会聴講後の実施であったため、生徒たちは
より身近な問題として捉えることができた。

・保健だよりを通して食に関することを含めて健康に関する情報を発信し
た。また、外部講師による食育講話を行い、食事や家族に対して感謝の
気持ちをもつことの大切さを確認することができた。７月と１２月に食に関
するアンケートを実施した結果において、「健康に食事は大切である」と
考える生徒は１００％であった。

A
・各教科や部活動を通して先生方があらゆるところで指
導をしたことで、健康に食事は大切であると考える生徒
が100％につながったと思う。

○がん教育研究実践校としての取
組

○「がんを正しく理解し、健康と命の
大切さについて主体的に考えること
ができる」「健康的な生活習慣を身に
つけることは大切である」と回答した
生徒９０％以上

・学校全体で横断的に取り組みながら、がんに対
する正しい知識、がん患者への正しい理解及び命
の大切さに対する認識の深化を図り、生徒が学ん
だことを発表する機会を設ける。
・がんの専門医や経験者の外部講師を活用して講
演会などを実施する。
・がん教育に関するアンケートを年間２回実施し
て、規則正しい生活習慣の意識を高める。

A

・SDGｓと関連させて、がん教育講演会を２回実施したことで「私たちにも
できることがたくさんある」という積極的な意見が多く寄せられた。生徒た
ちの意識変容だけでなく、自ら課題解決に向けた取り組みとして、がんの
募金活動を実施し、周りの大人を動かすまでに成長した。

・授業では、ライフステージごとの課題を短時間での調査・まとめ・発表に
も関わらず、がん発生のメカニズムやがんが食生活だけではなく、生活
習慣やストレスなどにも深く関わっていることをまとめ、生徒たちのプレゼ
ンテーション能力も向上した。

・がん教育に関する事後アンケートを実施し、「がんを正しく理解し、健康
と命の大切さについて主体的に考えることができる」「健康的な生活習慣
を身につけることは大切である」と回答した生徒９０％以上であった。

A
・がん教育研究実践校として、様々な取組を行ってい
る。３学期は生徒が主体的に募金活動を行ったことは
素晴らしい。

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●生徒の生活事故・交通事故を０
（ゼロ）にする。

○「健康や安全に配慮して生活を
送っている」と回答した生徒９０％以
上

○感染症予防への取組

・交通安全・防犯講話を関係機関と連携し、リモー
トを中心に開催する（５月）。
・常に佐商生としての自覚をもち、規範意識を高め
る。アンケートを各学期に１回実施し、日頃の生活
態度等の確認や見直しのきっかけ作りを行う。

・防災避難訓練を２学期に実施する。
・保健部による啓発と保健委員会の生徒を中心と
した感染予防活動を行う。

A

・交通事故や防犯への意識、情報モラルの規範意識は以前より高まって
いる。外部からの苦情も減少傾向にあり、問題行動もほとんどなく生活で
きている。
・「健康や安全に配慮した生活が送れている」と回答した生徒９５.４％で
あった。
・学期ごとに安全点検を行い、安全に学校生活を送れるように配慮した。
また、１１月に消防署員による防災避難訓練を実施し、防災に対する意
識を高めた。
・朝の健康観察チェックをオンライン（Forms）によって行い、健康状態を
把握した。また、保健委員による校内放送やクラスでの感染予防の呼び
かけを行ったことにより、健康管理の意識が高まり、感染予防を習慣化
することができた。

A

・生徒の健康観察を毎日オンラインで実施して、健康状
態を把握していることは大変よい。

・健康面について、高校生のコロナワクチンによる副反
応の影響がどれくらいか知ることができた。

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限の遵守

・定時退勤日（月曜）の設定と掲示や口頭による啓
発を行う。
・長期休業中における学校閉庁日(8/13～15)を設
定する。
・学校基本方針に沿った部活動の活動時間および
休養日を徹底する。

B

・定時退勤日（月曜）の掲示を行っている。また、学校閉庁日も設定した。
・朝の勤務時間外の電話対応が多いことから、欠席等のWEB連絡を導入
するなど、新たな取組も行うことができた。
・コロナ対応等もあり、勤務時間外在校時間が増えており、4月～12月平
均で昨年比7:20増であった。ほとんどは、休日の部活動によるが、校務
関連で勤務時間外在校時間が急増しているケースもある。今後、改善に
向けて検討をする必要がある。

B

○有給休暇の積極的な取得推進
と教員の意識改革

○有給休暇の取得を年間１４日以上

○会議時間の削減（１時間以内）

・有給休暇を取得しやすい職場環境づくりに努め
る。
・校務システム（メッセージ機能）やメール会議を活
用した情報共有による放課後会議の削減を図ると
ともに、会議時間1時間以内を徹底する。

B

・年間（R３年）年次休暇について、14日以上取得した教職員の割合は
24％で、10日以上では63％であった。土日の部活動大会等による勤務
については振休取得を促している。

・校務システム（メッセージ機能）やメール等を活用して会議時間の削減、
対面研修の削減（オンデマンド研修の活用）等により、年休を取得しやす
い環境づくりに努めている。

B

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○３年間を見通した系統的な進路
指導の充実

○学年段階に応じたキャリア教育と3
年生の進路確保
（目標：進路決定100％）

・進路実現100％という最終目標に向け、学年に応
じた段階的な目標を設定し、学年団と連携しなが
ら指導を行う。
・系統的な指導のため、生徒の活動の記録を効率
よく確実に管理する手段を検討する。

A

・進路担当が各学年団に所属することで、スムーズな連携をとることがで
きている。３年生の就職内定率は100％、進学の合格率は96.9％である。
（１月末時点）

・生徒の活動の記録を効率よく確実に管理する手段として、次年度に向
けて学びの基礎診断テストに付随するｅポートフォリオの活用を検討して
いる。

A
・求人数が増えているのはよかった。
　熱心に進路指導をして頂いている。

◎高い志を持ち、自らの目標の実
現に向けて主体的に取り組む生徒
の育成

○生徒を主体とした取組の推進

　
◎「学校生活が充実している」と回答
した生徒９０％以上

・生徒会の各種委員会が自ら課題を設定し、学校
活性化のために具体的に取り組む。

・全校生徒に対して学校生活に関するアンケートを
年間２回実施し、要望点を集約し、積極的に改善
に向けて努力していく。

A

・「コロナ禍の中でも取り組めること」を模索するだけではなく、「コロナ禍
だからこそできること」を生徒会の各種委員会は模索して活動できた。ま
た、10月の文化祭では、各クラスで自分たちのテーマを決め、試行錯誤
しながら一つの作品を作り上げることができた。体育祭においては、生徒
一人一人が自分の置かれてる立場や役割をきちんと理解し、行動をとる
ことができた。

・学校生活全般において、約93％の生徒が「学校生活が充実している」と
答えている。

A
・学校生活が充実していると答えた生徒がとても多いの
で、大変いいことだと思う。

○各学科の特色を生かした取組
の推進と広報活動の強化

○グラデュエーションポリシーに沿っ
た各学科の特色を生かした教育活
動の充実

○学校の特色・魅力が伝わる広報の
充実

【商業科】
・社会理解や職業理解を深めるために、具体的な
将来の進路目標達成をめざした学習の充実を図
る。また、課題研究などで取り組んできた成果や課
題を発表することにより、プレゼンテーション能力
の向上に努める。

【グローバルビジネス科】
・グローバル社会に共生するための助言や海外留
学生から見た日本に対する考えを聴き、専門知識
の深化を図る。また、日本の伝統についての理解
を深めるとともに、体験学習を充実する。

【情報処理科】
・デジタル化・ネットワークに関心を持ち、専門教科
の学習への意欲を高め、専門知識の深化を図る。

・ホームページの更新を月２回程度行う。学校だよ
り（月１回）、中学生向け進学説明会や体験入学、
中学校訪問、佐賀新聞等のメディアを活用した情
報発信（毎月１回以上）など、広報の更なる充実を
図る。

A

【商業科】
　全国商業簿記検定および情報処理検定については、上位級の問題傾
向の変化や出題が難しくなる傾向にあり、合格者が通常より減少した。ま
た、簿記検定２級についても不合格者が多く今後の課題である。要因とし
て、検定に向かう意識が低下したようにも感じた。

【グローバルビジネス科】
　学科の特徴を考えて様々な取り組みが計画された。国際交流はもちろ
ん異文化交流や文化研究も継続して実施した。しかし、コロナウィルス感
染拡大により、校外での活動を中止しなければならなかった、進路につ
いてはグロバールビジネス科を中心に国公立2桁の合格は素晴らしい結
果といえる。しかし、個々の生徒対応についは、担任や国語科など一部
の先生に負担をかける結果となった。 日商簿記２級検定でもほとんどの
生徒が合格した。

【情報処理科】
　 難関の国家試験基本情報に合格。また、全国商業情報処理大会にお
いて全国６位に入賞した。佐賀県が主催するICTプレゼンテーション大会
では、２年連続最優秀賞・学校賞を受賞する快挙となった。Ｅスポーツの
取り組みや活動の成果は徐々に中学生に認識されてきているように思
う。

・学校HPでは、毎月の行事予定や学校だより、「SASHO★トピックス」の
コーナーは３１回（１月末時点）更新、学校紹介動画の掲載など情報発信
を行い、ホームページの充実を図った。また、本校の学科の特色ある取
組や部活動の活躍などを新聞等に数多く取り上げてもらうなど、魅力を
伝えることができていると考える。

A

・スクールミッションについて、コミュニティを支える地域
のリーダー育成をめざしているところが素晴らしいと
思った。

・スクールポリシーについて、各学科の特色を生かした
教育活動を期待している。どこに向けて発信していくか
を意識するといいと思う。

・プレゼンテーションに力を入れており、２年連続で高校
生ICTプレゼンテーション大会で学校賞および個人最優
秀賞を受賞したことはすばらしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校名 佐賀県立佐賀商業高等学校

1 ・新学習指導要領移行を見据えた教職員の授業力と生徒の学力向上　    ・学校の特色・魅力づくりと広報の充実       ・モラル教育の一層の推進　   　・部活動の適正運営と働き方改革の推進

2  学校教育目標 グローバル化や高度情報化が進む地域社会・国際社会に貢献できる商業人として、必要な知識と技術を習得させ、社会に必要なマナーやモラルを身に着けさせるとともに、何事も自ら考え行動できる生徒の育成を目指す。

3  本年度の重点目標
（１）新学習指導要領移行を見据えた授業の推進と主体的に取り組む生徒の育成
（２）学科の特色を生かした教育活動の推進と広報の充実
（３）高い規範意識やモラル・人権意識をもち地域に信頼される生徒の育成
（４）働き方改革と業務改革の推進を通した組織力の向上

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

・強化指定の部活動も多く、なかなか休みが取りにくい
と思うが、休める時には休んでほしい。

・管理職が積極的に有給休暇を取ってほしい。

 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

・通常の対面授業をしながら、同時に自宅待機の生徒
にはオンラインで授業が受けられるように対応すること
ができている。
・オンライン授業が問題なく進められていることは高く評
価できる。

●心の教育

●健康・体つくり

５ 総合評価・
  次年度への展望

１．学力の向上「家庭学習時間の確保と学力向上」、心の教育、健康・体つくり、活力ある学校づくりについては、目標を達成することができ、評価Ａであった。
２．学力の向上「新学習指導要領移行を見据え、主体的な学びを重視した授業の推進」については、9名の職員が公開授業を実施したが、改善点について異なる視点からの取り組みや工夫について意見交換等が十分ではなかった。次年度は指導力の向上に
向けて、検討会の充実を図る必要がある。
３．業務改善・教職員の働き方改革の推進「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減」「有給休暇の積極的な取得推進と教員の意識改革」については、目標を十分に達成できていない。時間外在校時間も前年度比平均7:20増であり、有給休暇を年間１４
日以上取した職員も24%に過ぎず、４分の1にも達していない。
前年度はコロナウイルス感染防止対策による部活動制限といった要因もあるが、継続して部活動のあり方を見直す必要がある。また、オンライン活用の推進により、会議や研修等の時間は短縮されたものの、年休の取得にはつながっていない面もあり、この
点については意見聴取等により解決に向けた方策を検討していきたい。

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

〇活力ある学校づくり


